
クラスで取り組んでいること

こばと 2組 クラスだより 1月

2024年 1月28日

ひかりの子幼稚園

今月の歌

☆次の日の予告や持ち物をお家の人に伝え、
自分で用意ができるように声をかけています。

子どもが自らできるように
励ましてみて下さいね！

♫ ありがとうのはな

ありがとうっていったら みんなが笑ってる
その顔が嬉しくて 何度もありがとう
街中に咲いてる ありがとうのはな
風にふかれ 明日に とんでゆく

ありがとうのはなが咲くよ
きみの街にも ほらいつか
ありがとうのはなが咲くよ
みんなが笑ってるよ

今月の賛美歌

今月の聖句

「受けるよりは与える方が幸いである。」

（使徒言行録 20章35節）

♫ わたしたちはロバの子

わたしたちはロバの子です 馬のように速く走れない
ライオンのような力なんかない
ただのちっぽけな ロバの子です
だけどあなた知ってますか
ロバが主のお役に立ったこと
イエスさまを 背中にお乗せして
エルサレムにお連れしたことを
走れなくても 強くなくても
いつもイエス様がいてくれます
わたしたちはロバの子です 神様のために働きます

明けましておめでとうございます。冬休みはゆっくり過ごせましたでしょうか。あっという間に冬休みが終わり、3学
期がスタートしました！「ばあばの家にいったよ！」「ディズニーランドに行ってきた！」「お風呂屋さんに行った
よ！」」と楽しい思い出を沢山お話してくれました。また、「今日は久しぶりにみんなに会えるの楽しみにしてて
ん！」と嬉しいお声も聞こえてきました。残り少ない３学期ですが今年もどうぞよろしくお願いします！

幼稚園では様々なお正月遊びをしました！お手玉に挑戦したり、郵便屋さんごっこやカルタ遊びで文字に興味を持っ
たり、凧あげをしたり、コマが回せるようになったり、遊びを通して成長も見られました！昔ながらのお正月の伝統的な遊
びに親しみを持ってくれたらと思います！

ちくちくとふわふわ
成長の中で身の回りの言葉をぐんぐん吸収する年中さん。「ちくちく言葉とふわふわ言葉」について話し合いをしました。
まずは絵本を読む前に、「ちくちく」と「ふわふわ」ってどんなイメージかと尋ねると、「ちくちくは痛いよ、ささっちゃう」「ふわふわは猫ちゃんみたいに触りたく
なる」と上手に言語化してくれました。そのあと絵本を読んで、ふわふわ言葉とちくちく言葉にはどんなものがあるか手を挙げて発表してもらいました。

ふわふわ

・大好き ・貸してあげる ・待ってね ・ごめんね
・先行っていいよ！ ・半分こ ・ありがとう♡ ・頑張れ！
・ものを無くした時に一緒に探してあげる 折り紙上手い
ね・お手本を見せてあげる ・どういたしまして
・怖いときに一緒に手をつないで行ってあげる
・迷子の人を助けてあげる ・抱っこしてくれる
・いつも一緒にいてくれてありがとう こんにちは
・頑張ったね！ ・ご飯作ってくれてありがとう

ちくちく

・ニンジン食べられない ・嫌い ・ばか ・くそ ・じじい
・お前 ・うんこ ・ばばあ ・追いかけてくんな ・あほ
・しゃべらないで ・ぶん殴るぞ ・いたずら
・買ってくれた服を投げる ・助けない ・無視する
・ありがとうを言わない ・おいしくない ・むしば（？）
・しばくぞ ・ころすぞ ・ちぎる ・壊す ・嘘をつく
・叩く ・一生遊ばない

ふわふわ言葉、どれも素敵ですが、特に「こんにちは」と挨拶=ふわふわ言葉になっていること、「一緒にいてくれてありがとう」と何かしてくれるからあり
がとうではなくそこに居てくれるだけで良いという優しい意見に驚きました。ちくちくでは、↑には書いていないですが、「お母さんにオムライス作ってって
言ったのに納豆ご飯だった」「朝ごはんはチョコパンが良いっていったのに食パンだった」とすごく平和な意見が出たり、ふわふわ言葉はスラスラ出てきて
いた子が、ちくちくになると「うーんと・・」と必死に考え、やっと出できたのが「ピーマン嫌いだから手でちぎっちゃう」との意見で普段おうちの方をはじめ周
囲の人が優しい言葉をかけているからこそ思いつかないのかなとほっこりしました。
「これからちくちく言葉を言っている人が居たらどうしたらいいかな？」と聞くと、「ちくちく言葉を言われてもふわふわ言葉で返したらちくちくが消えてなく
なる」と素晴らしい意見も出ました。また、ちくちく言葉自体を言いたくなるのは悪いことではないという話をして、もし言ってしまいそうになったらどうすれ
ばいいかを聞きました。すると、「しゃべらないで」→「ちょっと待って」「静かにして」 「無視する」→「無視しちゃってごめんねと謝る」と言い換えることが
できました。また、ちくちく言葉の時に、「ゲームで負けちゃったときに、負けて嫌だったからって一生遊ばないって言うのはちくちく」と言う意見が出たので、
「ゲームで負けて悔しくてつい言ってしまいたくなる気持ちもわかるよね」「そんな時はどうしたらいいかな」と聞くと、「遊ばないじゃなくてやめるね」「違う
遊びにしよう」と言葉選びについても上手に考え、教えてくれました。
あまり長く話をしすぎると集中力も切れてしまうと思い、切り上げようとするたびに「ちょっと待って」「これいいたい」「まだあるよ」と止める姿が驚きで、1
学期、2学期を経てさらにパワーアップしたなと成長も感じました！大人にとっても子どもにとっても大切な話なので、1度きりではなく日常の中でまた
話をしていけたらと思います。是非お家でもお話してみてください♡

「ちくちく言葉もふわふわ言葉もど
んどん増えていく」「ちくちく言葉で
いっぱいの世界、ちっとも素敵じゃ
ないでしょう？」とみんなで考える

ことができる絵本です！

絵の具遊び

お正月遊び

鬼のお面

子ども動物園

一斉で絵の具活動をしました！和歌山信愛大学で子どもの絵画を教えておられる大橋先生が来てくださり、導入から発達に応じた絵の
具遊びの展開を教えてくださいました！今までカラーボトルから色を選んで描いたり、色混ぜ遊びをすることはしましたが、今回初めて赤、青、
黄色、白の4色を自分でパレットに出して色を作って描きました。先生の話を集中して聞き、初めての取り組みでしたが、それぞれが描くことを
楽しんだ時間で、しっかり話を聞いてくれるクラスだとお褒めの言葉もいただきました。
描かされる絵からの解放、描きたくなる気持ちとの出会いということで、特にテーマは決めず、自由に表現しました！
「お花」「「太陽」など決めていたイメージに向かって描く子、「字も書いていいの？」「いいよ！」と言ってもらえたことで字が描けるようになった自
分が誇らしいという様子で嬉しそうに字を描く子、混ざった色を指に乗せてスタンプをしたり、とにかくいろんな色を使ってぐるぐると筆で遊び、描
いている途中で遊びを楽しむ子、、、。十人十色の楽しみ方をしていました！
大橋先生曰く、大人がイメージする「わかりやすい絵」「説明的な絵」だけではなく、「遊びながら、手を動かしながら生み出した色や絵で自
然に生まれた価値」も大切で、その「自分にとっての価値のあるもの」が「子どもにとっての創造性」だということです！「上手」「素敵」と言った声
掛けだけではなく、「お話聞かせて」「この丸はどこに行くの？」など具体的な質問をすることで
自分の表現を認めてもらえた喜びに繋がるそうです！

大根抜き

自由活動中も鬼のお面を嬉しそうにつけていました！
新聞豆も作りました！

1/28に兄弟クラスで豆まきごっこをします！
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